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研究成果の概要（和文）：蜘蛛のような形をしたマシンが足先を固定されているときにとること

の出来る状態のなす配置空間のおおよその形(安定ホモトピー型)を, いくつかの場合に決定し

た.またゲージ群とよばれる空間の, 素数 p ごとに決まるおおよその形(p で局所化したホモト

ピー型)をいくつかの場合に決定した. 

 

研究成果の概要（英文）：We determined the stable homotopy type of the configuration space 

of certain arachnoid mechanisms. We also studied the p local homotopy type of certain 

gauge groups. 
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１．研究開始当初の背景 
研究開始当初，ホモトピー余極限を用いるこ
とである種のマシンの配置空間のホモトピ
ー型を決定することが出来ていたが，このホ
モトピー余極限を用いる手法は極めて有効
であったためさらに研究をおしすすめるこ
とが望ましかった．またゲージ群の分類空間
は多様体からリー群の分類空間への写像空

間のホモトピー型をもつが，この空間のコホ
モロジーについては満足のいく計算結果が
知られていなかった． 
２．研究の目的 

写像空間, 特にゲージ群の分類空間, およ

びこれと関係の深い配置空間をホモトピー

代数の手法を用いてホモトピー論的側面か
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ら調べる. 

３．研究の方法 

写像空間, 特にゲージ群の分類空間

ては関手の微分を利用したホモトピー

的手法と, ファイバーワイズホモロジーを

用いた方法の二つの方法で取り

またマシンの配置空間をホモトピー

を用いた手法で調べる．この方法

ロジー等を計算することなく

間のホモトピー型を簡明に記述

可能である． 

４．研究成果 

(1) 基点つき位相空間の間の写像
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の基点付きホモトピー余極限と

の一点和の懸垂となる． P が特別
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により与えられる．a が P の

にあるときに足が短いという
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な計算を行って, ホモロジー

ことが出来た. これらを具体的
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際にはコンピュータを用いた計算が必要で

あった.  

なお, ほぼ同時期に上記の関手と同様な 

polyhedral product functor という関手が 

Bahri-Bendersky-Cohen-Gitler によって考

察され, その後も活発に研究されている. 

 

 

(2) 上記の n 点集合のべき集合の部分集合

$P$から位相空間の圏への多面体的直積関手

のホモトピー余極限を用いることで, 位相

空間の sectional category の Whitehead 

タイプの定義を与え, これを用いて位相的

複雑性の考察を行った.  

この内容に関しては引き続き研究を継続中

である. 

 

 

(3)ゲージ群のホモトピー型について, 京都

大学の河野氏と共同で以前から続けていた 

古典群の普遍束の随伴束を, ファイバーワ

イズに, 素数 pで局所化したものがどの程度

自明であるかについての研究を論文 

``Notes on the Triviality of Adjoint 

Bundles'' 

にまとめた.  

Gをコンパクト連結リー群, Bを有限CW複体，

� � 8�を B上の主 G束とする．Pの随伴束 
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はファイバー毎の積によりファイバーワイ

ズ H空間（ファイバーワイズ群）となる．よ

く知られているようにその切断全体はポイ

ントワイズな積により位相群となるが，自然

に Pのゲージ群と同一視される．ゲージ群を

有理化したものは自明束のゲージ群とルー

プ空間としてホモトピー同値になることは

容易にわかるが，Crabb-Sutherland は随伴束

のレベルで，ファイバーワイズに有理化した

ものが自明となることを示した．この研究に

おいて我々は，素数 p が十分大きければ, P

の随伴束をファイバーワイズに pで局所化し

たものが, 自明なものとファイバーワイズ H

空間としてファイバーワイズホモトピー同

値となることを示した. 特に, B 上の主 G 束

P のゲージ群を十分大きな素数 p で局所化し

たものはH空間としてMap(B,G)を pで局所化

したものとホモトピー同値となる. 例とし

て X が４次元閉多様体であるとき X 上の主

SU(2)束 P のゲージ群をｐで局所化したもの

は，p が５以上ならば>%���� *?�&��をｐで局

所化したものと H空間としてホモトピー同値

である．Gが p正則，すなわち 
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奇素数で，G が非可換な古典群（ただし SU(p)

を除く）の場合は上記の結果が最適である，

すなわち 
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のときには，普遍束を&�� $ �F I ��スケルト

ンに制限したものの随伴束はファイバーワ

イズｐ局所的に自明にならない． 

なおこの論文は２０１０年８月アメリカ数
学会から出版予定の 
Homotopy Theory of Function Spaces and 
Related Topics, 
Contemporary Mathematics vol 519 
に掲載予定である． 
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